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  第１章 計画の策定に当たって（P1～10） 

１ 計画の概要 
(１) 港区幼児教育振興アクションプログラムとは 

 港区全体の幼児期の教育をリードする総合的な行動計画 

(２) 計画の目的 

 感染症対策などの新しい課題への対応や外国人の幼児やその保護

者への対応、幼稚園ニーズの変化など様々な課題に対応すること。 

(３) 計画の位置付け 

 港区教育ビジョン、学校教育推進計画、港区幼稚園教育振興方針と

整合を図り、幼稚園教育全体の向上をめざすための行動計画 

(４) 計画の期間 令和３年度～令和８年度（令和５年度に見直し） 

２ 策定の背景 
(１) 社会情勢の変化 

① 新型コロナウイルス感染症の影響 ④ 人口増加 

② 大規模な自然災害の発生 ⑤ 国際化の進展 

③ ⑥ 人生100年時代の到来 

(２) 国や都の状況 

 令和元年 10月、幼児教育・保育の無償化の開始 

 「児童虐待防止対策の強化に向けた緊急総合対策」に基づく子ども

の緊急安全確認等の対策の推進 

 「『未来の東京』戦略ビジョン」において教育分野の 2040 年代のビ

ジョンの明示 

(３) 港区の状況 

 預かり保育を実施する園の区立幼稚園全 12 園への拡大 

 令和２年３月、「小学校入学前教育カリキュラム」の改訂 

 「（仮称）港区子ども家庭総合支援センター」の設立など 

３ 策定の方向性 

(１) 幼児期の育ちと学びが、小学校以降の「徳」「知」「体」の学

びにつながるよう、小学校入学前教育の充実と小学校教育へ

の円滑な接続に向けた取組を推進します。 

(２) 幼稚園等への応募数の変化を踏まえ、安定的に幼児教育の環

境の充実を図るため、幼稚園入園を希望する幼児を受け入れ

るための環境整備を推進します。 

(３) 保護者の負担の公平性を図るため、公私立幼稚園較差の是正

に向けた取組を推進します。 

(４) 首都直下地震や暴風雨などの自然災害及び防犯を考慮した

施設の改築・改修、感染症対策、交通安全対策、防災・防犯

訓練の実施など安全安心に向けた取組を推進します。 

(５) 幼児の健やかな成長のため、子育ての支援を推進し、家庭や

地域の教育力の向上を図ります。 

(６) 国際色豊かな港区の特性を生かして、国際化に対応した取組

を推進します

第３章 幼児教育の推進（P29～6３）  

 

 

 

 

 

基本目標１ 小学校入学前教育の充実と小学校教育への円滑

な接続 

施策(１) 小学校入学前教育の充実と連携や交流の推進 

施策(２) 幼稚園教育の質と教員の指導力の向上 

施策(３) 特別支援教育の充実 

施策(４) 地域との連携の推進 

施策(５) 幼稚園の相談機能の充実 

基本目標２ 幼稚園入園を希望する幼児を受け入れるための

環境整備の推進 

施策(１) 公私立幼稚園の連携による幼稚園の受入れ体制の充実 

基本目標３ 公私立幼稚園較差の是正に向けた取組の推進 

施策(１) 公私立幼稚園の保護者負担の較差の是正 

基本目標４ 安全安心に向けた取組の推進 

施策(１) 幼稚園における防災対策、防犯対策の推進 

施策(２) 幼稚園における防災計画等の策定、見直しの支援※ 

施策(３) 幼稚園における感染症対策、交通安全対策の推進※ 

施策(４) 幼稚園の施設整備の推進 

基本目標５ 子育ての支援の推進 

施策(１) 乳幼児・保護者同士の交流の推進 

施策(２) 虐待防止等に関する幼稚園の役割の強化 

施策(３) 家庭の教育力の向上 

施策(４) 預かり保育の充実 

施策(５) 園生活や保育・教育内容等の情報発信の充実 

基本目標６ 国際化に対応した取組の推進 

施策(１) 外国人の幼児と保護者に配慮した園運営の推進 

施策(２) 幼児が外国人とふれあう機会等の充実と互いに認め合

いながら生活する態度の育成 

施策(３) 国際理解教育の推進 

※：新型コロナウイルス感染症の対策に関連する施策 

 

【推進理念】 

幼児の生活に 豊かな学びを保障する 

第２章 港区の幼児教育に関する現状と課題（P11～28） 

１ 港区の幼児人口動向 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響などにより、今後数

年間は減少に転じ、令和６年頃から再び増加すると推計 

２ 港区の幼児教育に関する現状と課題 

(１) 小学校入学前教育の充実と小学校教育への円滑な接続 

 保護者の不安を解消するため、小学校入学前教育カリキュラムに

基づき、これまで以上に保育・教育の質の向上を図るとともに、

小学校教育への更なる円滑な接続を図る必要がある。 

 障害のある子どもなど、特別な配慮が必要な子どもへの支援が求

められている。 

 家庭との緊密な連携のもと、小学校以降の教育や生涯にわたる学

習とのつながりを見通しながら、一層の幼稚園教育の充実が必要 

(２) 幼稚園入園を希望する幼児を受け入れるための環境整備の

推進 

 幼児人口の増加や共働き世帯の増加、保育園数の増加、大規模開

発の計画など、社会状況等の変化を的確に把握し、適切な幼児の

受入れ体制を確保する必要がある。 

 幼児教育・保育の無償化による影響やインターナショナルスクー

ルなどの認可外保育施設への通園動向を注視するとともに、対応

を検討していく必要がある。 

(３) 公私立幼稚園較差の是正に向けた取組の推進 

 保護者の負担の公平性を図るとともに、公立・私立を問わず幅広

い選択ができるよう、公私立幼稚園較差を是正することが必要 

(４) 安全安心に向けた取組の推進 

 災害や感染症のリスクから幼児を守るために、「防災計画」など

の策定や見直しが必要 

 防災計画（マニュアル含む）と比べると、感染症対策マニュアル

等では、策定している割合が少ない。 

(５) 子育ての支援の推進 

 在園児以外の家庭も対象とした地域の子育てを支援する役割と

して、園生活や保育・教育内容に関する情報を積極的に発信する

ことが幼稚園に求められている。 

(６) 国際化に対応した取組の推進 

 外国人人口の増加に伴い、外国人の幼児や保護者に配慮した園運

営が必要 

 国際性豊かな港区の特徴を生かした取組の充実が求められる。 

 第４章 計画の推進（P6５～6８） 

令和２年１１月２０日 資料№１２ 
区 民 文 教 常 任 委 員 会 


